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物語川電機安

MOTOMANの誕生

　 

　当社小倉事業所の旧自動化機器工場で、オートローダを中心

とした自動化機器システムを生産販売する中で、事業として、

受注生産システム商品からの脱却、即ち汎用的なコア商品の

ハンドリングマシンをイメージしたロボットの必要性が議論された。

　折りしも、米国において「ユニメート」や「バーサトラン」と

いう油圧駆動方式のロボットが開発され、国内でもこれらの

ロボットの輸入販売や技術提携が始まったころである。

　当社はそのころオートローダという単純シーケンスロボットも、

一貫してモートハンドやモートフィンガを利用した電動式を

標榜し、幾多の油圧や空圧式のメーカと市場で競合しながらも、

電動式の良さを差別化技術として誇っていた。

　1972年に、基本コンセプトは「ともかく当社は電動式でこれ

を実現する」と言うことでロボットの独自開発に着手した。

　最初のターゲットは、そのころ同工場で最新鋭のマシニング

センタの購入計画があり、これのワークハンドリング用として、

可搬質量20kgの6軸構成の円筒座標系のロボットを試作する

ことになった。これが当社の電動式産業用ロボットの試作1号機

である。そのころの汎用サーボドライブのコンポーネントは

まだ非常に貧弱で､200Wまでのプリントモータと2kWまでの

カップモータだけであり、パワー素子も世の中でパワートランジスタ

がやっとできつつある状況で、比較的大きなカップモータは

まだサイリスタドライブであった。現実的に電動式では大きな

パワーを出すすべは無かった。

　油圧方式のロボットが小さなシリンダで重たいものを軽々と

持ち上げているのを、横目に、電動式に拘る当社のコンセプト

に大いに不満であったことが鮮明に記憶されている。

　1974年ロボット展が開催され、ここに2年間にわたる開発

の成果を出展したのが初代「MOTOMAN」であり、これが国内
初の「電動式産業用ロボット」となった。重量物のハンドリング

には不向きであった当時の状況と、電動式には何が最も適した

アプリケーションかを熟慮した結果として「アーク溶接」作業

に照準を当てた記念すべき展示内容でもあった。アーク溶接

は当時の八幡事業所に溶接工場があり、溶接技能の蒼々たる

ベテランが沢山おられ、全面的な協力を得られたことは結果

的には大変大きな力であった。

　「MOTOMAN」の選択した「アーク溶接作業」は今の成功に
大きく貢献し、当社ゆえに、できた選択であったと言える。

　華々しいデビューを飾ったにもかかわらず「MOTOMAN」
1号機は、引き合いは多いが、なかなか受注に漕ぎ着けられずに、

開発陣は東奔西走しながら悶々とした日々を重ねた。

　そのころスエーデンのASEA社（現在のABB社）が電動式

多関節ロボットを発表していた（この発表は実は1973年で

あったが開発陣がこれを知ったのはロボット展後であった）。

　当社のMOTOMANは油圧方式のロボットを何とかその形
を留めながら電動式に置き換えることを考え、その構造の選択

においても油圧方式ロボットを超える発想に欠けていた。

　ところがこのASEA社のロボットは、斬新でユニークなリンク

構造で、電動式にマッチした構成となっており、その機能

（コンパクトで動作範囲や動作スピードが大きい）および完成度

の高さに大変感銘した。今で言う「感動価値」である。結果的に

この構造が世界の電動式ロボットの本流になっていくことになる。

　このASEA社のロボットを手本に、当社も多関節ロボット

の「MOTOMAN-L10」を開発した。L10の10は可搬質量を指し、
力持ち油圧式ロボットの後を追いかけるのではなく、電動式

による差別化を「アーク溶接用途」に的を絞ることで発揮しよ

うとした。　

　案の定、開発陣が感銘を受けたように、お客様の顔色が変わった。

　当社ロボット事業の起源はこの1号機の受注に始まり、既に

四半世紀を経過した。紆余曲折があったものの、2002年度は

販売台数で名実共に悲願の「世界No.1」を達成でき、モートマン

センタの生産も1000台／月を超える状況になった。

　振り返って、電機メーカである、当社がここまでやれたのは、

客観的に見ると、1つに、「メカトロコンポーネント」を内製して

いたこと、2つに「ソリュ－ション」を他社以上に大切にしてきた

ことであったのではないかと思う。
「電動式ロボット 生みの苦しみ」

この物語は、産業界生産ライン改革のきっかけ

を作った産業用ロボット「MOTOMAN」の開発に 
携わった者達の栄光への軌跡である・・・

「MOTOMAN」対外発表1号機

多関節形ロボットの出現

「MOTOMAN-L10」の受注一号機

風雪25年 世界No.1

 当社では45年にわたって、棟方志功

画伯の板画を題材としたカレンダーを

制作してきましたが、「青森県で生まれ育

った棟方画伯と、北九州市に本社を置く

安川電機との出会いは何だったのか」と

しばしばお客様から尋ねられます。

　最初の出会いは昭和27年頃、富山県の

疎開先から東京荻窪に居を移しておら

れた画伯を、当社の宣伝課長が訪問した

時でした。

　その後、昭和30年に広報誌「安川ニュース」

（現YASKAWA NEWS）が発刊されま

したが、翌年の号から棟方画伯の色紙や

カットが掲載されました。

　そして昭和33年「安川ニュース」の付録

として、木炭紙に2色刷りで印刷された

A4版（12枚）のカレンダーを作りました。

これが予想外に好評だったため、昭和35年

から正式に手漉き和紙を使用しての

カレンダーとなりました。

　この間に、当社が棟方画伯と家族ぐるみ

のお付き合いが出来たのは、当社幹部を

含め、制作担当者たちとお互いに心が

通じ合えたからに他なりません。

　棟方画伯は昭和50年に亡くなられ

ました。存命中の最後の仕事は、疎開先

の富山県で制作された「瞞着川板画巻」

（だましがわはんがかん）の中から、昭和

51年の安川カレンダーのために、13点を

選び彩色されたことだそうです。
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安川カレンダー物語
第二話

棟方志功画伯との出会い

このコーナでは、安川電機が生み出した様々な製品や技術に

ついての秘話・エピソードなどをご紹介しています。

第二回目は、「MOTOMANの誕生」についてご紹介します。

　次回は、基幹産業の頭脳の一部になった主幹コントローラ「CPシリーズの誕生」を予定しています。

■安川カレンダーご紹介サイトは・・・
http://www.yaskawa.co.jp/company/munakata

 大分県中津市にあるヨロズ

自動車（現ヨロズ）中津工場殿が、

購入を決断し、歴史的な受注

1号機が成約したのが1977年

である。

 この1号機は現在その役目を

終え、モートマンセンタのプラザ

に展示されている。

「MOTOMAN」対外発表1号機

「MOTOMAN-L10」の受注一号機

1976年カレンダー 瞞着川板画巻（11月）より

　（文責：　ロボティクスオートメーション事業部  技術開発部長   木村　馥）

第二回第二回


